
※不足額は現金支出を伴わない減価償却費や営業による利益などで補います。

令和４年度水道事業予算のあらまし

水道は暮らしを守る重要なライフラインです。

水道事業者の最も重要な使命である「安心しておいしく飲める水道水を、いつでも安定

してお届けする」ために、引き続き、効率・効果的な経営を行っていきます。

施設整備に要する収入と支出（資本収支のため消費税等込み表示）

経営活動に伴う収入と支出（損益収支のため消費税等抜き表示）

収入

17億6,506万円

水道料金

14億8,246万円

その他

2億8,260万円

支出

16億7,884万円

水をつくるための経費

(受水費除く)

2億3,466万円

受水費

(県水の購入費)

5億4,590万円

使用量の検針や徴収に係る経費

1億1,963万円

施設の

減価償却費など

5億4,346万円

家庭に水を送るための経費

1億7,365万円

管理運営に係る経費

5,053万円

その他

1,101万円

黒字額

8,622万円

収入

1億1,395万円

不足額(※)

5億4,562万円

工事負担金

2,113万円

基金運営に伴う収入

782万円

長期貸付金償還金

8,500万円

支出

6億5,957万円

施設の建設改良などの経費

6億2,175万円

基金運営に伴う支出

782万円

予備費

3,000万円

>> 水道料金は、人口が減少するものの、一般家庭用からの収入は横ばいと見込み、大

口需要家などの営業用及び官公庁・病院用等の収入は増加すると見込むため、対前年

度比を増と算定しました。

>> 建設改良費には、主要管路の更新及び耐震化を継続・計画的に進めるため、塩ビ管

路更新工事などの経費を計上しています。


